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◆ロボティック・シンポジウム 

ハイブリッド デュアルユース フューチャー ダイアローグ 

 

【テーマ】 

ロボティック・ミッション・フロンティア 

極限環境（フロンティア）で革新をもたらす技術システムとデュアルユース 

 

【内容】 

多様な知見を有する企業・行政・個人が、異なる領域・用途にも利用可能な技術・製品・

サービス（ハイブリッド）をフロンティア分野においても収益化し、さらに強靭強力なも

のへと生み出すための未来へ向けての対話（研究会ガイダンスを含む） 

 

【主催】 

NPO 法人ロボティック普及促進センター 

 

【開催日時】 

2023 年 9 月 21 日（木）14 時～16 時 （開場：13:50） 

 

【開催会場】：かわさき新産業創造センター内 AIRBIC 会議室 

https://kawasaki-sozonomori.jp/airbic 

【アクセス】 

JR 横須賀線 新川崎駅 徒歩 10 分（川崎市幸区新川崎 7-7） 

https://kawasaki-sozonomori.jp/access 

 

【プログラム】各 30 分 

1.極限環境分野でのデュアルユースの現状と新たに発足する研究会の取り組み 

小林賢一（こばやしけんいち）  

NPO 法人ロボティック普及促進センター 理事⾧/株式会社ロボットメディア 代表取締役 

 

極限環境（フロンティア）における無人機（空・陸・海）の活用事例を紹介すると共に、

10 月からスタートする研究会（ハイブリッドデュアルユース/ダブルインカム)の具体的な

取り組み（趣旨・活動計画・ゴール目標・会員に期待することなど）について説明する。 

 

2.民生技術の発掘・育成（安全保障技術研究推進制度と先進技術の橋渡し研究） 

南 亜樹（みなみあき）  

防衛装備庁 技術戦略部 技術振興官 
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最先端の科学技術の加速度的な進展が安全保障のあり方を根本的に変化させる中、我が国

の高い技術力を安全保障分野に幅広く活用するため、大学や研究機関及びスタートアップ

企業などの有望な先端技術を早期に見出し、育成し、活用することが重要で、本講演では

「安全保障技術研究推進制度」と「先進技術の橋渡し研究」を中心に、民生先端技術を発

掘・育成するための施策について説明する。  

 

3.極限環境分野におけるスタートアップの最新動向   

青木英剛（あおきひでたか） 

宇宙エバンジェリスト/一般社団法人 Space Port Japan 創業理事 

 

宇宙、空、海洋などの極限環境におけるデュアルユースの事例がアメリカのスタートアッ

プを中心に盛り上がってきている。最近は日本でも同様の動きが出始めている。本講演で

は国内外のスタートアップの事例を取り上げながら、政府とスタートアップの連携や大企

業とスタートアップの連携等によるイノベーション創出の可能性について話題提供を行う。 

 

4.デスカッション、質疑    

 

【主な対象者】企業・機関担当者 

ロボットやドローンを開発、運用している 

極限環境分野やデュアルユースに関心がある 

極限環境分野に参入し、将来的な収益化を目指している 

既存分野にプラスして新たな事業分野・領域を模索している  

無人機の導入と実運用（オペレーション）に関心がある  

今後、ロボットやドローンを活用したビジネスへの参入を予定している など 

 

【定員】 

40 名 

 

【参加費】 

無料 

 

【申し込み方法】 

「シンポジウム（９/２１）参加希望」と明記して、必要事項を記載の上、下記メールアド

レスにお申込みください  

E-mail：seminasanka[a]npo-ric.org  ※[a]は@に変更してお送りください 
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【必要事項】 

氏名、企業機関名、部門、所在地、メールアドレス、電話番号、研究会への参加希望の有

無 

 

【申し込み期限】 

2023 年 9 月 12 日（火） 

 

【注意事項】 

※開催 5 日前までに参加確認のメールをお送りします。 

開催３日前までに事務局から連絡メールがない場合はお問合せください。 

（迷惑メールに振り分けられてないか、迷惑メールフォルダもご確認ください） 

※定員を超えて申し込みがあった場合は、研究会への参加を希望する企業・機関を優先し

ます。 

※事前申し込みがない方の当日参加はお断りします。 

※外資企業、シンクタンク、コンサルティング職などの方からの申し込みはお断りする場

合があります。 

 

◆本件に関するお問い合わせ 

otoiawase[a]npo-ric.org  ※[a]は@に変更 


